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八

○
病
院
局
管
理
規
程

　

大
分
県
病
院
局
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
三
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
事
務
委
任
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
病
院
局
事
務
委
任
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
の
二
の
項
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

四
六

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
四
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
十
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
九
十
五
」
を
「
百
分
の
百
九
十
」
に
、
「
百
分
の
二
百
三
十
五
」
を

「
百
分
の
二
百
三
十
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
条
例
第
二
十
八
条

に
定
め
る
者
（
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
」
を
「
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

　

附
則
中
第
二
十
項
を
削
り
、
第
二
十
一
項
を
第
二
十
項
と
し
、
第
二
十
二
項
中
「
第
二
十
四
項
」
を
「
第

二
十
三
項
」
に
、
「
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
一
項
と
し
、
第
二
十

三
項
か
ら
第
二
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
特
例
措
置
）

25 　

病
院
行
政
職
給
料
表
以
外
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
、
病
院
行
政

職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
の
職
員
に
相
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

別
表
第
十
四
の
イ
の
表
の
病
院
行
政
職
給
料
表
の
部
の
主
任
・
主
事
級
の
項
中
「職

務
の
級
が
３
級
の
職

員

」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
病
院
局
長
が
別
に
定
め
る
。

　

別
表
第
一
の
備
考
中
「た

だ
し

､
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
を
除
く

｡

」
を
削
る
。

　

別
表
第
十
四
の
イ
の
表
の
病
院
行
政
職
給
料
表
の
項
中
「３

年
以
上
又
は
４
級

45
号
給

」
を
「２

年
以
上

又
は
４
級

41
号
給

」
に
、
「３

年
以
上
及
び
４
級

45
号
給

」
を
「２

年
以
上
及
び
４
級

41
号
給

」
に
改
め
、

同
表
の
病
院
医
療
職
給
料
表
㈠
の
項
中
「１

級
33
号
給

」
を
「１

級
29
号
給

」
に
改
め
、
同
表
の
病
院
医
療

職
給
料
表
㈡
の
項
中
「３

年
以
上
又
は
５
級

37
号
給

」
を
「２

年
以
上
又
は
５
級

33
号
給

」
に
、
「３

年
以

上
及
び
５
級

37
号
給

」
を
「２

年
以
上
及
び
５
級

33
号
給

」
に
、
「３

級
17
号
給

」
を
「３

級
13
号
給

」
に

改
め
、
同
表
の
病
院
医
療
職
給
料
表
㈢
の
項
中
「３

年
以
上
又
は
５
級

37
号
給

」
を
「２

年
以
上
又
は
５
級

3
3
号
給

」
に
、
「３

年
以
上
及
び
５
級

3
7
号
給

」
を
「２

年
以
上
及
び
５
級

3
3
号
給

」
に
、
「３

級
1
7
号

給

」
を
「３

級
13
号
給

」
に
改
め
、
同
表
の
病
院
技
能
労
務
職
給
料
表
の
項
中
「５

級
57
号
給

」
を
「５

級

5
3
号
給

」
に
、
「４

級
6
9
号
給

」
を
「４

級
6
5
号
給

」
に
、
「３

級
7
3
号
給

」
を
「３

級
6
9
号
給

」
に
、

「２
級

」
を
「１

級
61
号
給

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）



令
和
二
年
四
月
一
日

二

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
管
理
規
程
・
病
院
局
訓
令
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
五
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
病
院
局
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
支
給
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
号
ロ
中
「
受
け
る
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
六
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
臨
時
職
員
の
特
例
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
臨

時
又
は
非
常
勤
の
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
」
を
「
地

方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
又
は
同
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
の
十
五
の
項
中
「
二
年
三
月
」
を
「
三
年
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
病

院

局

訓

令

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
六
号

本　
　
　

局　

病　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
職
員
服
務
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

　

第
一
条
中
「
規
程
は
」
の
下
に
「
、
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
七
号

本　
　
　
　
　

局　

病　
　
　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

　

第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
及
び
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
又

は
」
に
、
「
に
規
定
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
（
医
師
を
除
く
。
）
」
を
「
の
規
定
に
基
づ
き
臨
時
的

に
任
用
さ
れ
た
者
（
以
下
「
臨
時
的
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
大
分
県
病
院
局
に
属
す
る
も
の
の
任

用
、
勤
務
条
件
等
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
配
置
）

第 
二
条　

病
院
の
院
長
（
以
下
「
院
長
」
と
い
う
。
）
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
生
じ
た

と
き
は
、
配
置
の
期
間
、
人
員
、
業
務
内
容
を
明
示
し
、
病
院
局
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

院
長
は
、
前
項
の
配
置
の
期
間
、
人
員
及
び
業
務
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
病
院
局
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
病
院
の
院
長(

以
下
「
院
長
」
と
い
う
。
」
を
「
院
長
」
に
改
め
、
「
次
の
」
の
下

に
「
各
号
の
」
を
加
え
、
「
こ
の
限
り
で
な
い
」
を
「
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

に
改
め
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一 　

現
に
大
分
県
病
院
局
で
任
用
さ
れ
て
い
る
臨
時
的
任
用
職
員
で
勤
務
実
績
が
良
好
で
あ
る
も
の
を
選



令
和
二
年
四
月
一
日

三

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

考
の
対
象
と
す
る
場
合

　

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２ 　

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
も
、
同
一
の
者
を
大

分
県
病
院
局
に
お
い
て
三
年
を
超
え
て
引
き
続
き
任
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
新
た
に
公
募

に
よ
る
選
考
を
行
う
場
合
に
お
い
て
同
号
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
三
年
間
任
用
さ
れ
た
者
が
、
当
該

公
募
に
応
募
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
三
条
第
三
項
中
「
選
考
は
、
」
の
下
に
「
臨
時
的
任
用
職
員
申
込
書
（
第
一
号
様
式
）
に
よ
る
」
を
加

え
、
「
第
一
号
様
式
の
二
」
を
「
第
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４　

臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。

　

一　

臨
時
的
任
用
職
員
申
込
書

　

二　

臨
時
的
任
用
職
員
任
用
選
考
評
価
票

　

三　

職
務
遂
行
上
必
要
と
さ
れ
る
資
格
又
は
免
許
の
写
し

　

四　

健
康
診
断
書
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）

　

第
三
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

５ 　

病
院
局
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
を
任
用
す
る
場
合
は
、
辞
令
（
第
三
号
様
式
）
を
院
長
を
経
由
し
て

本
人
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

６ 　

病
院
局
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
を
任
用
す
る
場
合
は
、
任
用
予
定
者
に
対
し
同
意
書
兼
宣
誓
書
（
第

四
号
様
式
）
を
二
部
交
付
し
、
勤
務
労
働
条
件
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７ 　

院
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
を
任
用
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
、
当
該
臨
時
的
任
用
職
員
が
署
名
押
印

し
た
同
意
書
兼
宣
誓
書
を
一
部
提
出
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
職
員
に
こ
の
規
程
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

８ 　

第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
募
に
よ
ら
な
い
で
選
考
を
行
う
場
合
の
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
中
「
臨
時
的
任
用
職
員
申
込
書
（
第
一
号
様
式
）
に
よ
る
書
類
審
査
」
と

あ
る
の
は
「
勤
務
成
績
の
評
価
」
と
、
「
臨
時
的
任
用
職
員
任
用
選
考
評
価
票
（
第
二
号
様
式
）
」
と
あ

る
の
は
「
臨
時
的
任
用
職
員
面
談
・
人
事
評
価
調
書
（
第
五
号
様
式
）
」
と
、
第
四
項
中
「
臨
時
的
任
用

職
員
任
用
選
考
評
価
票
」
と
あ
る
の
は
「
臨
時
的
任
用
職
員
面
談
・
人
事
評
価
調
書
」
と
す
る
。

　

第
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４ 　

院
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
期
間
を
延
長
し
、
又
は
更
新
す
る
と
き
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
任

用
期
間
延
長
・
更
新
届
出
書
（
第
六
号
様
式
）
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

５ 　

院
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
期
間
を
延
長
し
、
又
は
更
新
す
る
と
き
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
任

用
期
間
延
長
・
更
新
通
知
書
（
第
七
号
様
式
）
を
本
人
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
六
条
及
び
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条
及
び
第
七
条　

削
除

　

第
七
条
の
二
第
二
項
中
「
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
」
を
削
り
、
「
第
七
号
様
式
の
二
」
を

「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
院
長
」
の
下
に
「
を
経
由
し
て
病
院
局
長
」
を
加
え
、
同
条

第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
が
前
項
の
内
申
」
を
「
は
、
第
二
項
の
退
職
願
」
に
、
「
院
長
は
、
辞

令
（
第
三
号
様
式
）
を
」
を
「
辞
令
を
院
長
を
経
由
し
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

５ 　

病
院
局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
内
申
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
辞
令
を
病
院
長
を
経
由
し
て
本

人
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
面
談
及
び
人
事
評
価
）

第 

八
条　

院
長
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し
、
臨
時
的
任
用
職
員
面
談
・
人
事
評
価
調
書
に
よ
り
、
総
務

経
営
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法
で
面
談
及
び
人
事
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２ 　

人
事
評
価
の
結
果
は
、
評
価
を
受
け
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
、
分
限
そ
の
他
の
人
事
管
理
の
基
礎

と
し
て
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で　

削
除

第
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
勤
務
時
間
」
を
「
休
日
及
び
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
年
次
有
給
休
暇
）

第 
十
五
条　

院
長
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し
、
定
め
ら
れ
た
日
数
の
年
次
有
給
休

暇
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
季
に
つ
き
、
院
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
院
長
は
、
公
務
の
正
常
な
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
承
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３ 　

年
次
有
給
休
暇
を
付
与
さ
れ
る
臨
時
的
任
用
職
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

　

一　

任
用
一
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員

　

二　

任
用
二
年
目
以
降
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
っ
て
前
年
の
全
勤
務
日
の
八
割
以
上
出
勤
し
た
者

４ 　

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し
付
与
す
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
任
用
期
間
一

箇
月
（
一
箇
月
未
満
の
端
数
は
、
切
り
上
げ
る
。
）
に
つ
き
一
日
の
割
合
で
算
出
し
た
日
数
と
す
る
。

５ 　

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
場
合
（
次

項
の
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し
、
最
初
の
任
用
の
日
か
ら
延
長
又
は
更
新
後

の
任
用
期
間
の
末
日
ま
で
を
任
用
期
間
と
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
か



令
和
二
年
四
月
一
日

四

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

ら
、
既
に
付
与
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
減
じ
て
得
た
日
数
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
。

６ 　

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
期
間
が
延
長
さ
れ
、
又
は
更
新
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
当
該
任
用
期
間
が
六
箇
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
十
二
日
か
ら
既
に
付
与
し
た
日
数
を
減

じ
て
得
た
日
数
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
。

７ 　

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
臨
時
的
任
用
職
員
に
対
し
て
付
与
す
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
は
、
別
表
第

一
の
上
欄
に
掲
げ
る
任
用
年
数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
付
与
日
数
と
す
る
。

８ 　

年
次
有
給
休
暇
の
残
日
数
は
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
任
用
年
数
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
付
与
日
数
を
限
度
と
し
て
、
次
の
一
年
間
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
。

９ 　

年
次
有
給
休
暇
は
、
時
間
を
単
位
と
し
て
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
時
間
を
単

位
と
し
て
与
え
ら
れ
た
年
次
有
給
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
と
き
は
、
七
時
間
四
十
五
分
を
も
っ
て
一
日
と

す
る
。

　

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第
二
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別

表
第
三
」
に
、
「
任
用
期
間
（
」
を
「
、
任
用
一
年
目
の
臨
時
的
任
用
職
員
で
あ
っ
て
任
用
期
間
（
」
に
、

「
六
月
」
を
「
六
箇
月
」
に
改
め
、
「
定
め
ら
れ
た
臨
時
的
任
用
職
員
」
の
下
に
「
又
は
任
用
二
年
目
以
降

の
臨
時
的
任
用
職
員
」
を
加
え
、
「
十
二
の
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
の
下
に
「
大
分
県
病
院
局
の

職
に
」
を
加
え
る
。

　

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
社
会
保
険
等
）

第 

十
八
条　

社
会
保
険
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

災
害
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
こ
の
規
程
に
よ
り
難
い
場
合
の
措
置
）

第 

十
九
条　

病
院
局
長
は
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
こ
の
規
程
の
定
め
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
こ

の
規
程
の
定
め
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

（
委
任
）

第 

二
十
条　

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
務
経
営
課

長
が
別
に
定
め
る
。

　

別
表
第
二
の
二
の
項
中
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
負
傷
又
は
疾
病
」
を
「
負
傷
又
は
疾
病
（
公
務

上
の
も
の
を
除
く
。
）
」
に
、
「
任
用
期
間
に
お
い
て
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

付
与
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
合
計
日
数
」
を
「
任
用
一
年
目
に
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
」
に
改

め
、
同
表
の
十
の
項
中
「
一
時
間
又
は
一
日
二
回
各
三
十
分
」
を
「
一
日
二
回
各
三
十
分
」
に
改
め
、
同
表

を
別
表
第
三
と
す
る
。

　

別
表
第
一
の
二
の
項
中
「
風
水
震
火
災
そ
の
他
非
常
災
害
に
よ
り
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
」
を
「
風
水

震
火
災
そ
の
他
非
常
災
害
に
よ
る
交
通
遮
断
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
二
と
し
、
同
表
の
前
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
（
第
十
五
条
関
係
）

任
用
年
数

付
与
日
数

二
年
目

十
三
日

三
年
目

十
四
日

四
年
目

十
六
日

五
年
目

十
八
日

　
　

六
年
目
以
上

二
十
日

　

第
二
号
様
式
を
第
三
号
様
式
と
し
、
同
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令
和
二
年
四
月
一
日

五

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

第
３
号
様
式
（
第
３
条
、

第
７
条
の
５
関
係
）

辞
　

　
　

令
辞

　
　

　
令

（
 
氏
　
　
名
 
）

（
 
発
令
事
項
 
）

年
　
月
　
日

大
分

県
病

院
局

長
　

印

　

第
一
号
様
式
の
二

（表）
中
「性
別

」
を
削
り
、
同
様
式

（裏）
中

「評
価

（得
点

）

得
点

点

得
点

点

合
計
得
点

点

を

そ
の
他

特
記
事
項

面
接
選
考

結
果

順
位　
　
／

」

「評
価

（得
点

）

得
点

点

得
点

点

合
計
得
点

点

に
改

そ
の
他

特
記
事
項

そ
の
他
選
考

結
果

順
位　
　
／

」

め
、
同
様
式
を
第
二
号
様
式
と
す
る
。

　

第
四
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

印



令
和
二
年
四
月
一
日

六

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

第
４
号
様
式
（
第
３
条
関
係
）

殿

１
任
用
根
拠

２
任
用
期
間

３
勤
務
課
所

４
給

料

５
給
与
の
支
払

６
手

当

７
社
会
保
険

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

８
勤
務
時
間

９
時
間
外
勤
務

正
規
職
員
に
準
ず
る
。

1
0
休
憩
時
間

1
1
休

日

1
2
服

務

1
3
休

暇
等

(
2
)
　
そ
の
他
の
休
暇

①
有
給
休
暇

・
風
水
震
火
災
そ
の
他
非
常
災
害
に
よ
る
交
通
遮
断
又
は
交
通
機
関
の
事
故
等
に
よ
り
出
勤
す
る

　
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
及
び
裁
判
員
等
と
し
て
国
会
、
裁
判
所
、

　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
そ
の
他
官
公
署
へ
出
頭
す
る
場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を

　
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
臨
時
的
任
用
職
員
の
親
族
が
死
亡
し
た
場
合
で
、
当
該
臨
時
的
任
用
職
員
が
葬
儀
、
服
喪

　
そ
の
他
の
親
族
の
死
亡
に
伴
い
必
要
と
認
め
ら
れ
る
行
事
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当

　
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

②
無
給
休
暇

公
務
傷
病
、
病
気
休
暇
、
女
性
職
員
の
生
理
に
係
る
休
暇
、
母
性
健
康
管
理
休
暇
、

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
時
間
、
子
の
看
護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間

③
休
業
（
無
給
）

部
分
休
業

1
4
退

職
任
用
期
間
満
了
前
に
退
職
す
る
場
合
は
、
退
職
す
る
２
週
間
以
上
前
に
届
け
出
る
こ
と
。

1
5
懲

戒
正
規
職
員
に
準
ず
る
。

1
6
災
害
補
償

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

1
7
再
度
の
任
用

任
用
期
間
満
了
後
に
同
一
の
職
が
改
め
て
設
置
さ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
か
つ
勤
務
成
績
等
が
良
好
で

あ
る
と
き
に
限
り
、
連
続
す
る
３
年
の
範
囲
内
で
、
公
募
に
よ
ら
ず
再
度
任
用
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
期
間
を
定
め
た
任
用
で
あ
り
、

　
年
　
　
月
　
　
日
（
※
任
用
予
定
期
間
満
了
日
の
翌
日
）
以
降
の
任
用
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。

1
8
そ
の
他
特
記
事
項

あ
る
。

※
勤
務
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
よ
る
ほ
か
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
る
。

大
分
県
病
院
局
長

同
　
意
　
書
　
兼
　
宣
　
誓
　
書

　
私
は
、
臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
当
た
り
、
上
記
勤
務
労
働
条
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し
、
か
つ
、
擁
護
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
を
体
す
る
と
と
も
に
公
務
を
民
主
的
か
つ
能
率
的
に
運
営
す
べ
き
責
務
を
深
く
自
覚
し
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
。

年
　
　
月
　
　
日

大
分
県
立
病
院
長

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

大
分
県
病
院
局
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
任
期
の
途
中
で
給
料
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
）

氏
名

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で
と
す
る
。

年
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
殿

正
規
職
員
に
準
ず
る
。

正
規
職
員
に
準
ず
る
。

正
規
職
員
に
準
ず
る
。

正
規
職
員
に
準
ず
る
。

(
1
)
　
年
次
有
給
休
暇
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
時
間

　
（
付
与
日
数
　
　
　
日
、
繰
越
日
数
　
　
　
日
　
　
　
時
間
）

休
業
中
の
職
員
の
代
替
で
あ
り
、
職
員
の
休
業
等
の
状
況
に
よ
り
任
用
期
間
の
変
更
を
行
う
場
合
が

印

第
５
号
様
式

（
第
３
条
関
係
）

●
基
本
的
事
項

所
 
 
 
属

氏
　

名

業
務
内
容

自
：

年
月

日

至
：

年
月

日

●
面
談
結
果

●
人
事
評
価

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

分
類

評
価

Ｓ
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点
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～

5
0
点

Ａ
(
６
点

)
�

個
�

点
(
A
 
)
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～
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～
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点
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点
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)
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～
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点

Ｄ
(
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点
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点
(
B
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)
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～

2
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点

(
C
 
)
2
1
～

1
4
点

(
D
 
)
1
3
～

 
0
点

調
書
作

成
責
任
者

　
職

氏
名

評価結果

総合評価区分

評価者記入欄

●
公
募
に
よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
に
つ
い
て

公
募
に

よ
ら
な
い

選
考

の
実
施

の
可
否

に
つ
い
て

の
所

属
意
見

　
　

可
　

　
　

・
　

　
不

可
　

　
　

・
　

　
本

人
希

望
な

し
　

選
　
考

　
結
　

果
　

　
合

格
　

　
　

・
　

　
不

合
格

人
事

評
価
の

総
括

、
勤
務

状
況

等
に
つ

い
て
の

意
見

得
�
点

�
計

�

総
合
評

価

能力

知
識

・
技

術
・

業
務

に
必

要
な

知
識

・
技

術
を

有
し

業
務

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

更
　

な
る

習
得

に
努

め
て

い
る

か
。

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
能

力

・
関

係
者

か
ら

必
要

な
協

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

、
日

頃
か

ら
円

滑
な

人
間

　
関

係
の

構
築

に
努

め
て

い
る

か
。

・
相

手
の

話
を

よ
く

聞
き

、
正

し
く

理
解

す
る

と
と

も
に

、
適

宜
適

切
な

　
報

告
・

連
絡

・
相

談
を

し
て

い
る

か
。

・
相

手
に

対
し

て
、

丁
寧

で
分

か
り

や
す

い
説

明
を

し
て

い
る

か
。

業
務
遂

行
力

・
正

確
、

迅
速

に
責

任
を

持
っ

て
確

実
に

業
務

を
や

り
遂

げ
て

い
る

か
。

・
コ

ス
ト

意
識

を
持

ち
、

効
率

的
に

業
務

を
遂

行
し

て
い

る
か

。
・

仕
事

の
優

先
順

位
や

段
取

り
を

考
え

、
仕

事
に

要
す

る
時

間
を

意
識

し
　

て
業

務
を

遂
行

し
て

い
る

か
。

成
果

・
計

画
ど

お
り

に
成

果
を

あ
げ

て
い

る
か

。

姿勢

倫
�
理

�
観

法
令

遵
守

・
高

い
倫

理
観

と
使

命
感

を
持

ち
、

県
民

を
中

心
に

考
え

、
県

民
の

視
点

　
に

立
っ

た
職

務
遂

行
を

心
掛

け
て

い
る

か
。

・
法

令
及

び
服

務
規

律
を

遵
守

し
、

公
正

に
職

務
を

遂
行

し
て

い
る

か
。

意
＿

＿
欲

や
り

が
い

・
県

民
福

祉
の

増
進

や
公

共
の

利
益

の
た

め
、

意
欲

を
持

っ
て

業
務

を
遂

　
行

し
て

い
る

か
。

・
県

職
員

の
一

員
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
と

や
り

が
い

を
持

っ
て

業
務

を
遂

　
行

し
て

い
る

か
。

チ
ー

ム
ワ
ー
ク

・
他

の
職

員
と

協
力

し
、

組
織

、
チ

ー
ム

で
協

力
し

て
仕

事
を

進
め

る
意

　
識

を
持

っ
て

い
る

か
。

・
自

分
の

役
割

以
外

に
も

貢
献

で
き

る
こ

と
が

な
い

か
考

え
、

進
ん

で
協

　
力

し
て

い
る

か
。

・
他

の
職

員
と

の
意

思
疎

通
を

十
分

に
行

い
、

異
な

る
意

見
も

理
解

し
受

　
け

と
め

よ
う

と
し

て
い

る
か

。

評
価
期
間

評
価
要

素
着

眼
点

備
考
欄

現
任
用

期
間
満
了

後
の

再
度

任
用
の
希

望
希

望
す

る
　

　
・

　
　

希
望

し
な

い

臨
時

的
任

用
職
員

面
談

・
人
事

評
価

調
書

現
任

期

職
務
上

の
課

題
や
目

標
の

経
過
（
進

捗
状

況
）

職
務

上
特

に
苦

労
し

て
い

る
こ

と
、

職
場

で
の

悩
み

・
ス

ト
レ

ス
な

ど

当
初
任

用
年
月
日

年
月

日

印 印
印



令
和
二
年
四
月
一
日

七

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

第
６
号
様
式

（
第

５
条

関
係

）

第
号

年
月

日

大
分

県
立

病
院

長
　

　
　

　
　

　

　
下

記
の

と
お

り
臨

時
的

任
用

職
員

の
任

用
期

間
を

延
長

・
更

新
し

た
い

の
で

、
届

け
出

ま
す

。

記

臨
時

的
任

用
職

員
氏

名

当
初

任
用

期
間

　
　

　
　

　
　

　
 
年

　
　

月
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

延
長

・
更

新
の

別
　

　
　

　
　

　
　

 
延

　
長

　
／

　
更

　
新

延
長

・
更

新
後

任
用

期
間

　
　

　
　

　
　

　
 
年

　
　

月
　

　
日

　
～

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

臨
 
時

 
的

 
任

 
用

 
職

 
員

 
任

 
用

 
期

 
間

 
延

 
長

 
・

 
更

 
新

 
届

 
出

 
書

 
　

殿

第
７
号
様
式

（
第

５
条

関
係

）

殿

任
用

期
間

を
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

か
ら

　
　

年
　

　
月

　
　

日
ま

で
延

長
・

更
新

す
る

。

年
月

日

臨
 
時

 
的

 
任

 
用

 
職

 
員

 
任

 
用

 
期

 
間

 
延

 
長

 
・

 
更

 
新

 
通

 
知

 
書

大
分

県
立

病
院

長
印 印



令
和
二
年
四
月
一
日

八

大
分
県
報
号
外
（
病
院
局
訓
令
）

　

第
七
号
様
式
の
三
及
び
第
八
号
様
式
を
削
り
、
第
七
号
様
式
の
二
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
八
号

本　
　
　

局　

病　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
二
十
三
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日

大
分
県
病
院
局
長　
　

田　
　
　

代　
　
　

英　
　
　

哉　

　

別
表
第
一
の
八
の
項
の
項
目
の
欄
中
「
こ
の
項
中
」
の
下
に
「
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一
号
）
を
「
法
」
、
」
を
、
「
「
規
程
」
」
の
下
に
「
、
大
分
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員

の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
五
号
）
を
「
管
理
規
程
」
」
を
加
え
、
同
項
の

局
長
の
欄
の
第
一
号
中
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職

員
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
の
次
長
の
欄
の
第
一
号
中
「
非
常
勤
職

員
」
を
「
管
理
規
程
第
三
条
及
び
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
、
第
二
号
中
「
非

常
勤
職
員
」
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
、
同
表
の
九
の
項
の
項
目
の
欄
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
削
り
、
同
表
の
十
の
項
の
課
長
の
欄
の
第
一
号
中
「
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
職

員
」
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


